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Ⅰ 調査の概要 
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Ⅰ 調査の概要 

 

１－１ 調査目的 

本調査は、山木屋地区住民の避難期間中の生活環境の整備や、帰還に向けた諸施策を適切に実施する

ための基礎資料とすることを目的とする。 

 

１－２ 調査内容 

※４－１ 使用調査票を参照のこと 

 

１－３ 調査設計 

（１）調査地域   川俣町山木屋地区 

（２）調査対象と標本数  世帯の代表者 550 世帯 

（３）調査手法   郵送にて配布・回収（自記式） 

（４）調査期間   平成 28 年 11 月 14 日（月）～平成 28 年 11 月 28 日（月） 

（５）調査主体      復興庁、福島県、川俣町 

（６）調査機関   株式会社サ－ベイリサ－チセンタ－ 

 

１－４ 回収結果 

有効回収数 280 世帯（有効回収率 50.9％） 

 

 

１－５ 報告書の見方 

・調査数（n ＝ Number of cases）とは、回答者総数あるいは分類別の回答者数のことである。 

・回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。従って、回答比率の

合計が 100％にならない場合がある。 

・回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の比率を合

計すると 100％を超える。 

・図表および文章中で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

・調査数（n 値）が少数（概ね 30 を下回る）のものは、統計上、回答構成比の信頼性が低いため、文

章中の分析では言及していない。ただし、年齢別及び震災発生当時の住まいの行政区別の分析はｎ値

が 30 を下回る場合も言及する場合がある。 
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Ⅱ 回答者の属性 
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Ⅲ 調査結果 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

震災発生当時の住まいの行政区別にみると、4 区では「川俣町（山木屋地区以外）」が８割以上となってい

る。また、９区では「福島市」が５割以上となっている。 

 

 

 

＜図表３－１－１－３ 主な避難先自治体（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 

 
 

  

(%)

n

川

俣
町

（
山

木

屋

地

区

以

外

）

福

島
市

全  体 280 59.6 25.0

１区 12 41.7 41.7

甲２区 32 59.4 34.4

乙２区 22 68.2 18.2

３区 25 56.0 12.0

４区 35 82.9 8.6

５区 13 61.5 23.1

６区 50 58.0 24.0

７区 20 50.0 35.0

甲８区 20 65.0 20.0

乙８区 26 61.5 26.9

９区 21 42.9 52.4

不明 - - -
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Ⅲ 調査結果 

 

 

［現在の生活について］ 

 戻らないと決めても山木屋に対する愛着は強くあります。住民票を移すのも今の所躊躇するものがありま

す。家もありますし、どんな形でもつながっていられる方法はないのかと、いつも考えています。（60

代） 

 長男達（孫）は福島に家を建て帰ってこない。私達夫婦も体が弱く病院通いです。山木屋で二人では心細

い。（60 代） 

 

［将来の生活全般の不安について］ 

 農作物をつくるのにイノシシの被害が心配です。（60 代） 

 帰宅しても、田、畑には当分の間収入の見込みもないし、これから先が不安だ。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

（３）賠償について 

 

賠償についての具体的な意見としては、「賠償内容・方法について」が 6 件となっている。 

 

 

＜図表３－３－４ 賠償についての意見＞ 

 
 

上位項目についての主な意見は以下のとおり。 

 

［賠償内容・方法について］ 

 農作物の全国平均価格との差額の保償。（50 代） 

 国・東電に精神的損害賠償をあと３年くらいは続けてもらわないと解除されてもどうにもなりません。ぜ

ひ考えていただきたいと思います。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

［帰還しない］ 

 私は早々に自宅の解体をお願いし、今は更地です。もしこれから山木屋の地に戻るにしても、予算

的に無理ですし、これからだんだん歳はとっていくし、子供が帰る見込みも無いと思うし、そうな

ると結果的に今のこの状態を維持するしかないと思います。“戻りたいが戻れない”これが今の気持

ちです。（50 代） 

 解除後すぐにも戻りたいと考えていましたが自分自身が体調崩しています。戻る事は無理かと考え

ます。時々は戻りたいと思います。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 
 

 

 

（５）避難期間中及び将来の住宅について 

 

避難期間中及び将来の住宅についての具体的な意見としては、「復興公営住宅に係る経済的負担について」、

「復興公営住宅への入居について」がともに 1 件となっている。 

 

 

＜図表３－３－６ 避難期間中及び将来の住宅についての意見＞ 

 

 

上位項目についての主な意見は以下のとおり。 

 

［復興公営住宅に係る経済的負担について］ 

 家賃ももう少し考えてほしい。先の事を考えるのがまだまとまりません。（70 代以上） 

 

［復興公営住宅への入居について］ 

 復興公営住宅に入居しましたが住民の集まる所もないし、役場の方々も入居させてそれで終わりなのでし

ょうか？ここに入った人々の事も分からない状態で不安です。（70 代以上） 
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Ⅲ 調査結果 

 

 

（８）原発の安全性について 

 

原発の安全性についての具体的な意見としては、「廃炉作業全般について」が 1 件となっている。 

 

 

＜図表３－３－９ 原発の安全性についての意見＞ 

 

 

上位項目についての主な意見は以下のとおり。 

 

［廃炉作業全般について］ 

 福島原子力の廃炉作業、自然災害、余震があるたび不安材料が多すぎる。（70 代以上） 
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川俣町山木屋地区住民意向調査 
 

 

 

 
● 調査をお願いする方 

震災発生時、川俣町山木屋地区に住民登録をしていた世帯（避難後の転出者を含む）

が対象です。 

ご回答は、世帯の代表者の方にお願いいたします。 

現在、世帯が何ヶ所かに分かれて避難されている場合には、それぞれの場所に調査票

を送付しておりますので、本調査票の送付されたお住まいの代表者の方に、ご回答を

お願いいたします。 

● ご回答方法 

・ご回答は、あてはまる番号を選び、その番号に○をつけてください。 

「その他」に○をされた場合は、（   ）内に具体的な内容もご記入ください。 

       の中に具体的な内容の記入をお願いしている問には、具体的な内容

（地名、数など）をご記入ください。 
・調査票は記名式でお願いしております。よろしければ、最終ページに「住所」、 
「氏名」、「連絡先」のご記入をお願いします。 

● 個人情報について 

・調査票に記載いただいた個人情報は、川俣町、福島県及び復興庁において適切に

管理するとともに、各種施策の検討目的以外には使用いたしません。 

・また、回答はすべて統計的な処理を行い、個人の特定につながるような内容が公

表されることはありません。 

● ご提出方法 

ご記入いただいた調査票は下記のいずれかの方法を選択した上で 

１１月２８日（月）までに、ご提出ください。 

（１）同封の返信用封筒に入れて郵便ポストに投函（切手は不要です） 
（２）同封の返信用封筒に入れて農村広場仮設住宅集会所に設置の回収箱に投函 
（３）同封の返信用封筒に入れて川俣町役場 原子力災害対策課 に直接提出 

● ご記入いただく際に補助をご希望する場合 

ご記入いただく際に補助をご希望する方は下記のいずれかの方法を選択ください。 
（１）川俣町役場 原子力災害対策課に調査票を持ってお越しください。職員が回答

する順序などを示しながら対応いたします。また、お電話でも対応いたします。 
【ご連絡先】川俣町 原子力災害対策課 住民支援係 024-566-2111（代表） 

（２）農村広場仮設住宅集会所に調査票を持ってお越しください。支援員が回答する
順序などを示しながら対応いたします。 
なお、支援員は土・日・祝日を除く、午前９時から午後４時までの対応となり
ます。（支援作業のため、不在の場合もありますので、ご理解ください） 

 

記入上の注意 

75

Ⅳ 参考資料 

４－１ 使用調査票 



 

 

 

【お問い合わせ先】  

 

 

復興庁 

「住民意向調査」 

問い合わせセンター 

 調査査の 趣旨について  

フリーダイヤル 0120-901-846 

[設置期間：11月 15日（火）～11月 28日（月）10時～17時] 

土･日･祝を除く 

福島県 

 

 復興公営住宅について  

〒960-8670 福島県福島市杉妻町2番 16号 

避難地域復興局 生活拠点課 

Tel 024-521-8617 

川俣町 

 

 川俣町に関することについて  

〒960-1492  福島県伊達郡川俣町字五百田30番地 

原子力災害対策課 住民支援係 

Tel 024-566-2111（代表） 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 1  あなたの現在の年齢（○は１つ） 

1. ～１９歳 

2. ２０～２４歳 

3. ２５～２９歳 

4. ３０～３４歳 

5. ３５～３９歳 

6. ４０～４４歳 

7. ４５～４９歳 

8. ５０～５４歳 

9. ５５～５９歳 

10. ６０～６４歳 

11. ６５～６９歳 

12. ７０～７４歳 

13. ７５～７９歳 

14. ８０歳以上 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 2  現在のあなたの職業を教えてください。 
仕事に就いている方は、業種も教えてください。なお、２つ以上の職業を持っている場
合は、主な収入源になっている職業を教えてください。 

（1） 職業（就業形態） （○は１つ） 

1. 自営業・会社経営者（継続中もしくは再開済） 

2. 自営業・会社経営者（休業中） 

3. 会社員(勤め人)（事務や内勤を主とする業務） 

4. 会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業務） 

5. 団体職員 

6. 公務員 

 

7. パート・アルバイト 

8. 学生  

9. 無職（職を探していない） ⇒問 3 へ 

10. 無職（職を探している） 

11. その他 具体的にご記入ください 

 

 

 

【仕事に就いている方（問 2（1）で「1」から「7」、「11」と回答した方）にうかがいます。】 
（2） 業種 （○は１つ） 

1. 農･林･漁･畜産業 

2. 建設業 

3. 製造業 

4. 電気･ガス・水道業 

5. 運輸業 

6. 卸･小売り･飲食、サービス業 

 

7. 金融・保険業 

8. 医療・福祉 

9. 教育 

10. 公務 

11. その他 具体的にご記入ください 

 

 

 

はじめに、ご記入いただくあなたご自身のことについて教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 3  震災発生当時にお住まいだった行政区を教えてください。（○は１つ） 

1. 1 区 

2. 甲 2区 

3. 乙 2区 

4. 3 区 

5. 4 区 

6. 5 区 

7. 6 区 

8. 7 区 

9. 甲 8区 

10. 乙 8区 

11. 9 区 

12. 不明 

（わからない場合は住所を記載してください） 

 

 

 

【すべての方にうかがいます。】 
 問 4  震災発生当時にお住まいだった住宅は、どのような形態でしたか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建） 

2. 持ち家（集合住宅） 

3. 民間賃貸住宅（一戸建）  

4. 民間賃貸住宅（集合住宅）  

5. 公営住宅 

6. 給与住宅 

（社宅、公務員宿舎など） 

7. 家族のどなたかの 

お住まい・実家 

8. 親戚・知人宅  

9. その他  

具体的にご記入ください 

 

 

【問 4で「1.持ち家（一戸建）」「2.持ち家（集合住宅）」と回答した方にうかがいます。】 
 問 4-1  震災発生当時にお住まいだった住宅は、現在どのような状況ですか。（○は１つ） 

1. 解体をせざるを得ない被害、劣化等がみられる 

2. 修理すれば住める状況 

3. 特に損傷はない 

4. 既に解体している 

5. 改修又は建て替え中 

6. わからない 
 

【問 4-1 で「1.解体をせざるを得ない被害、劣化等がみられる」「2.修理すれば住める

状況」と回答した方にうかがいます。】 
 問 4-2  震災発生当時にお住まいだった住宅は、現在どのような被害や劣化等があります

か。（○はいくつでも） 

1. 地震の影響と思われる大きな 

損壊等がある 

2. 火災被害を受けている 

3. 動物等が侵入した跡があり荒れている 

4. 雨漏りの形跡がみられる 

5. カビが多く発生している 

6. 屋内の放射線量が高い 

（屋外と同等程度） 

7. 解体の手続き中 

8. その他 具体的にご記入ください 

 

 

東日本大震災発生時および震災前の、あなたの状況について教えてください。 

⇒問 5 へ 

⇒問 5 へ 

⇒問 5 へ 
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【すべての方にうかがいます。】 
 問 5  あなたが現在お住まいの自治体を教えてください。（○は１つ） 

※準備宿泊を実施中の方は、準備宿泊実施前の避難状況を教えてください。 

【 浜 通 り 】 
1． いわき市 
2． 相馬市 
3． 南相馬市 

 

【 中 通 り 】 
4． 福島市 
5． 郡山市 
6． 白河市 
7． 須賀川市 
8． 二本松市 
9． 田村市 
10．伊達市 
11．本宮市 
12．桑折町 
13．川俣町 

（山木屋地区以外） 
14．三春町 

【 会 津 】 
15． 会津若松市 
 
【 福島県内のその他の市町村（1から15以外） 】 
16． 福島県内のその他の市町村 

→具体的にご記入ください 

（市・町・村） 
 
【 福島県外 】 
17． 福島県外 → 具体的にご記入ください 

 
 

 
 

 

【すべての方にうかがいます。】 
 問 6  震災発生当時と現在の世帯構成についてうかがいます。 
（1） 「震災発生当時」に、あなたを含めて一緒に住んでいた方の人数を教えてください。 

あなた自身を含めて、現在の年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答）  

ア）未就学児（小学校入学前）  人 エ）15 歳以上18 歳未満（中学生を除く）  人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上の方  人 

 
（2） 「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。 

あなた自身を含めて、現在の年齢・学齢にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答）  

ア）未就学児（小学校入学前）  人 エ）15 歳以上18 歳未満（中学生を除く）  人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上の方  人 

 

【すべての方にうかがいます。】 
 問 7  現在お住まいになっている住宅はどのような住居形態ですか。(○は１つ) 

1.  応急仮設住宅（プレハブ型。無償） 
2.  応急仮設住宅（民間住宅・公営住宅など 

の借り上げ型。無償） 
3.  公営住宅（2.は除く。有償） 
4.  民間賃貸住宅（有償） 
5.  給与住宅（社宅など） 

6.  家族のどなたかのお住まい・実家 
7.  親戚・知人宅 
8.  持ち家（ご本人またはご家族所有） 
9.  その他 具体的にご記入ください 

 

避難状況について教えてください。 

（都・道・府・県） 

（市・町・村） 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 8  将来、山木屋地区の避難指示が解除された後の山木屋地区への帰還について、現時点で  
 

1. 戻りたいと考えている（将来的な希望も含む） 2. まだ判断がつかない   

 

 

 問 8-1-1  山木屋地区へ戻る時期を教えてくださ
い。（○は１つ） 

1． 解除後すぐに戻りたい（１年以内）  
2． 解除後３年以内に戻りたい  
3． 解除後５年以内に戻りたい  
4． 解除後１０年以内に戻りたい  
5. 時期は決めていないがいずれ戻りたい 
 
 問 8-1-2  上記で選択した帰還時期を検討・希望し

ているのは、どのような理由からですか。 
 
 
 
 
 問 8-1-3  戻る場合に家族の全員か一部かについ

て教えてください。（○は１つ） 

1.  家族全員での帰還を考えている 
2.  家族一部での帰還を考えている 
3.  現在検討しているところ 
4.  まだわからない 

  問 8-2  山木屋地区へ戻る
（○はいくつでも） 

1. 道路、学校、病院などの  

2. どの程度の住民が戻る  

3. 放射線量の低下の目途、  

4. 中間貯蔵施設の情報 

5. 原子力発電所の安全性  

6. 放射線の人体への影響  

7. 働く場の確保の目途 

8. 賠償額の確定 

9. 住宅確保への支援に関  

10. 仮置場撤去の見通しに  

11. どのような情報があれば  

12. その他 具体的にご記入  

 

 

 問 8-3  山木屋地区との  

1.  そう思う 

2.  そう思わない 

3.  わからない 

 

 

 

将来に関するご意向に  

 

 

問 8-4 へ 

「２」を選んだ方のみ、 

こちらへお進みください 

「１」を選んだ方のみ、 

こちらへお進みください 
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   どのようにお考えですか。「1」から「3」の中から一つ選び、それぞれの質問にお答えください。 
（○は１つ） 

    3. 戻らないと決めている 

 

 

   
 

   
   
   
   

  
 
   

 
 
 
 
 
   

 

   
   
   
   

    ことを判断するために必要なことを教えてください。
 

 社会基盤（インフラ）の復旧時期の目途 

 かの状況 

 除染成果の状況  

  

 に関する情報（事故収束や廃炉の状況） 

 に関する情報 

  

  

 する情報  

 関する情報 

 判断できるかわからない 

  ください 

 

 

   “つながり”（例えば情報提供、地区行事、イベント等）を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

   

   

   

 

 

 

ついてお聞かせください。 

「３」を選んだ方は、 

こちらへお進みください 

 

 

 

 

 

問 8 で「2．まだ判断がつかない」を選んだ方は問 9 へ 

問 8 で「3．戻らないと決めている」を選んだ方は問 8-7 へ 
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問8で「3.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 8-7  戻らないと決めている理由はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

【帰還の前提・健康に関わるもの】 

1. 放射線量が低下せず不安だから 

2. 原子力発電所の安全性に不安があるから 

3. 飲用水などの生活用水の安全性に不安があるから 

【山木屋地区の復旧状況に関わるもの】 

4. 山木屋地区に戻っても仕事がなさそうだから 

5. 山木屋地区での事業の再開が難しいから 

6. 営農などができそうにないから 

7. 家が汚損・劣化し、住める状況ではないから 

8. 山木屋地区外への移動が不便だから 

9. 道路等の交通インフラに不安があるから 

10. 医療環境に不安があるから 

11. 介護・福祉サービスに不安があるから 

12. 教育環境に不安があるから 

13. 生活に必要な商業施設などが元に戻りそうにないから 

【今後の生活に関わるもの】 

14. 高齢者・要介護者のいる世帯なので生活が不安だから 

15. 他の住民も戻りそうにないから 

16. 震災前の山木屋地区に戻るのに時間がかかるから 

17. 避難先で仕事を見つけているから 

18. 今の環境で子どもの教育を継続させたいから 

19. 避難先の方が生活利便性が高いから 

20. 防災・防犯に関して不安があるから 

21. その他 具体的にご記入ください 
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【問8で「3.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 8-8  帰還しない場合に、今後、居住を希望する（既に居住している場合を含む）自治体は

どちらですか。その自治体を教えてください。（○は１つ） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 川内村 

7． 新地町 

【 中 通 り 】 

8． 福島市 

9． 郡山市 

10． 白河市 

11． 須賀川市 

12． 二本松市 

13． 田村市 

14． 伊達市 

15． 本宮市 

16． 桑折町 

17． 川俣町 

（山木屋地区以外） 

18． 大玉村 

19． 西郷村 

20． 三春町 

【 会 津 】 

21． 会津若松市 

22． 喜多方市 

23． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1から23以外） 】 

24． 福島県内のその他の市町村 

→具体的にご記入ください 
             

（市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

25． 福島県外 

→具体的にご記入ください 
 

（都・道・府・県） 

 

（市・町・村） 

 

【 その他 】 

26． 決めかねている 

 

【問8で「3.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

 問 8-9  帰還しない場合に、今後のお住まいとして、希望する（既に居住している場合を含む）
住宅はどのような形態ですか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建） 

2. 持ち家（集合住宅） 

3. 民間賃貸住宅（一戸建） 

4. 民間賃貸住宅（集合住宅） 

5. 公営住宅 

6. 給与住宅（社宅など） 

7. 家族のどなたかのお住まい・実家 

8. 親戚・知人宅 

9. その他 具体的にご記入ください 

 

10. 現時点では判断できない 
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問8で「3.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 8-10  震災発生当時に居住されていた山木屋地区に戻らない場合に、今後の生活におい

てどのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1. 住宅の確保の支援 

2. 継続的な健康管理の支援 

3. 雇用確保の支援 

4. 仮設住宅・借り上げ住宅の継続的利用 

5. 町役場からの継続的な情報提供 

6. 一時帰宅支援 

7. その他 具体的にご記入ください 

 
 
【すべての方にうかがいます。】 
 問 9  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 
【すべての方にうかがいます。】 
 問 10  現在実施されている準備宿泊について、ご意見・ご要望をご自由にお書きください。 
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 F1  現在のあなたの住所（番地、アパート名・部屋番号までご記入ください） 
 

 
 
 
 
 F2  あなたの氏名 

 
 
 
 F3  あなたの連絡先（電話番号） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

ご記入いただいた調査票は下記のいずれかの方法を選択した上で 

１１月２８日（月）までに、ご提出ください。 

 

（１）同封の返信用封筒に入れて郵便ポストに投函する方法（切手は不要です） 

（２）同封の返信用封筒に入れて農村広場仮設住宅集会所に設置の回収箱に投函する方法 

（３）同封の返信用封筒に入れて川俣町役場 原子力災害対策課 に直接提出する方法 

 

 

 

 

 本調査は、皆様の現時点での避難状況、将来の生活再建の意向を確認させていただく

ものです。 

皆様からのご回答・ご意見は、避難期間中の生活環境の整備や、帰還等の諸施策の適

切な実施に向けた取り組みをさらに具現化するための基礎資料とさせていただきます。 

今後、改めて、諸施策について、詳しくご意向をお聞きする場合がありますので、現

在のご住所とご連絡先のご記入をお願いいたします。 

最後に、あなたご自身のことについて教えてください。 
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